
中
世
チ
ェ
コ
に
お
け
る
王
国
共
同
体
概
念
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『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
の
検
討
を
中
心
に

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
貴
族
共
同
体
（
甑
Φ
o
馨
ざ
惹
。
げ
Φ
o
）
、
ラ
ン
ト
共
同
体
（
N
Φ
ヨ
ω
憲

　
　
o
σ
8
）
と
い
う
概
念
の
利
用
に
お
い
て
、
チ
ェ
コ
の
歴
史
記
述
は
全

　
　
く
一
貫
し
て
い
な
い
。
…
…
な
ぜ
な
ら
共
同
体
と
い
う
単
語
は
、
史
料

　
　
上
余
り
頻
繁
に
は
現
れ
ず
、
そ
の
基
本
的
な
意
味
を
強
調
し
て
い
る

　
　
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
睡
に
お
い
て
す
ら
散
発
的
に
し
か
見
い
だ
せ
な
い

　
　
か
ら
で
あ
る
。

　
チ
ェ
コ
の
中
世
史
家
ヴ
ァ
ニ
チ
ェ
ク
は
、
　
一
九
九
一
年
に
公
に
し
た
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
蟹
頭
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
「
貴
族
共
同
体
」
と
い
う
概

念
は
中
世
チ
ェ
コ
史
に
お
い
て
何
ら
有
効
性
を
持
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
②

チ
ェ
コ
語
の
。
げ
8
は
ラ
テ
ン
語
の
o
o
日
至
聖
一
什
舘
に
相
当
す
る
が
、
上
述

の
よ
う
に
、
中
世
最
初
の
チ
ェ
コ
語
韻
文
年
代
記
で
あ
る
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代

藤

井

真

生

③記
撫
に
お
い
て
、
「
共
同
体
○
げ
①
o
」
と
い
う
言
葉
は
頻
出
し
て
い
る
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
は
な
い
。
ま
た
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
年
代
記
も
、
こ
の
概
念
を
明
確
に

説
明
し
て
い
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

何
故
チ
ェ
コ
の
歴
史
家
は
こ
の
概
念
を
用
い
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
中
世
チ
ェ
コ
の
社
会
・
政
治
状
況
が
、
こ
の
概
念
を
キ
ー
タ
ー
ム
と
し

て
説
明
し
易
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
彼
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
チ

ェ
コ
王
国
の
貴
族
共
同
体
の
前
提
と
形
成
」
で
あ
り
、
上
述
の
書
き
出
し
は

逆
に
、
中
世
チ
ェ
コ
史
に
お
い
て
「
貴
族
共
同
体
」
と
い
う
概
念
が
長
ら
く

用
い
ら
れ
、
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
ど
の
よ
う
な
事
象
が
「
共
同
体
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
チ
ェ
コ
に
お
い
て
早
く
か
ら
「
共
同
体
」
概
念
の
重
要
性
を
強
調
し

て
き
た
の
は
グ
ラ
ウ
ス
で
あ
る
。
彼
は
、
大
公
選
出
集
会
へ
の
参
加
と
い
う

行
為
を
君
主
の
統
治
に
対
す
る
有
力
者
の
関
与
と
み
な
し
、
君
主
に
対
抗
し
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得
る
身
分
と
し
て
の
「
貴
族
共
同
体
」
の
成
立
を
主
張
し
て
き
た
。
本
稿
で

は
、
グ
ラ
ウ
ス
を
代
表
と
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
中
世
チ
ェ

コ
に
お
い
て
「
共
同
体
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
改
め
て
定
義
し
た
い
。

　
一
方
、
近
年
イ
ギ
リ
ス
の
中
世
史
家
レ
ナ
ル
ズ
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

社
会
構
造
や
人
的
関
係
を
説
明
す
る
原
理
と
し
て
の
、
垂
直
的
な
封
建
制
原

理
の
限
界
と
水
平
的
な
共
同
体
原
理
の
有
効
性
を
主
張
し
、
多
く
の
反
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

呼
ん
だ
。
既
に
彼
女
の
共
同
体
論
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
い
紹

介
は
省
略
す
る
。
本
稿
の
議
論
に
お
い
て
重
要
と
な
る
の
は
、
君
主
の
統
治

と
そ
れ
に
対
す
る
人
々
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
レ
ナ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
中
世

の
支
配
と
は
本
質
的
に
は
立
憲
的
、
代
表
制
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
決
し
て

制
度
的
な
形
を
取
ら
な
い
が
、
臣
下
の
助
言
と
岡
意
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
君
主
権
力
を
制
限
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
女
の
議
論
は
最
終

的
に
王
国
レ
ベ
ル
に
行
き
着
く
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
も
は
や
成
員

全
員
の
直
接
的
な
参
加
は
見
込
め
ず
、
実
質
的
に
は
一
部
の
有
力
者
－
害
同

位
の
貴
族
、
聖
職
者
ー
ー
に
よ
っ
て
共
同
体
の
統
治
が
担
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
共
同
体
へ
の
帰
属
意
識
を
も
た
ら
す
も
の
、
そ
れ

を
彼
女
は
共
逓
の
文
化
、
共
通
の
出
自
神
話
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
圧
制
や

外
圧
も
内
部
の
凝
集
力
を
高
め
る
方
向
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
レ
ナ
ル
ズ
の
議
論
で
は
、
同
じ
「
食
傷
体
」
を
キ
！
タ
ー
ム
と
し

な
が
ら
も
チ
ェ
コ
は
考
察
の
対
象
地
域
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

チ
ェ
コ
で
は
封
建
制
に
よ
っ
て
中
世
の
社
会
構
造
を
説
明
す
る
こ
と
は
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ま
で
基
本
的
に
は
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
レ
ナ
ル
ズ
の
議
論
の
ほ
う
が

馴
染
み
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
君
主

が
開
い
た
集
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
有
力
者
が
君
主
の
政
策
に
影
響
力
を

及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
早
く
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ェ
コ
と
い

う
枠
組
み
が
求
心
力
を
保
ち
得
た
理
由
と
し
て
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う

外
圧
の
存
在
、
或
い
は
植
民
活
動
を
通
じ
て
の
ド
イ
ツ
人
の
広
範
な
進
出
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
レ
ナ
ル
ズ
の
議
論
に
お
け
る
「
共
同
体
し
は
チ
ェ
コ
に
格

好
の
モ
デ
ル
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

「
共
同
体
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
点
に
お
い
て
、
チ
ェ
コ
の

「
共
同
体
」
は
レ
ナ
ル
ズ
の
議
論
と
は
別
の
展
開
を
見
せ
る
。
二
章
で
考
察

す
る
チ
ェ
コ
の
民
族
的
聖
人
で
あ
る
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
崇
拝
と
ラ
ン
ト
・

チ
ェ
コ
概
念
は
、
チ
ェ
コ
の
「
共
同
体
」
に
独
自
性
を
も
た
せ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ

る
。
三
章
で
改
め
て
詳
述
す
る
が
、
チ
ェ
コ
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
、
共
に
国
家

を
象
徴
す
る
王
冠
が
中
世
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
王
冠
の
も
つ
意
味
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
チ
ェ
コ
が
レ
ナ
ル
ズ
の
「
共
同
体
」
論
の
単
な
る

一
事
例
に
留
ま
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
の
構
成
は
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
｝
章
で
は
、
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
臨
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を
中
心
と
し
た
実
際
の
史
料
か
ら
、
幾
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
申
世
チ

ェ
コ
に
お
け
る
共
同
体
概
念
の
輪
郭
を
明
確
に
す
る
。
こ
の
章
で
の
検
討
か

ら
は
同
晴
に
、
中
世
チ
ェ
コ
が
レ
ナ
ル
ズ
の
述
べ
る
「
共
同
体
」
の
好
例
を

示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
二
章
で
は
、
既
述
の
よ
う

に
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
崇
拝
と
チ
ェ
コ
の
ラ
ン
ト
概
念
を
考
察
す
る
。
こ

れ
は
「
共
同
体
」
に
凝
集
力
を
も
た
ら
す
共
通
出
自
神
話
の
議
論
に
も
通
じ

る
が
、
一
方
で
は
チ
ェ
コ
「
共
同
体
」
の
独
自
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
最

後
に
改
め
て
レ
ナ
ル
ズ
論
の
チ
ェ
コ
に
お
け
る
有
効
性
を
検
討
す
る
。
そ
の

際
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
っ
た
中
欧
地
域
を
考
察
の
対
象
地
域

に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
女
が
考
察
し
た
西
欧
地
域
と
の
相
違
点
、
こ
の

地
域
の
独
自
性
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
手
続
き

を
踏
ま
え
て
、
「
共
同
体
」
概
念
の
使
用
が
有
効
性
を
持
ち
得
た
中
世
チ
ェ

コ
の
社
会
を
再
検
討
し
、
同
時
に
西
欧
中
世
史
の
「
共
同
体
」
論
へ
の
還
元

も
試
み
た
い
。

　
①
＜
・
＜
p
臥
α
①
r
躍
①
8
。
直
写
身
妙
｛
。
露
。
唾
壷
似
｝
8
甑
。
譲
．
．
。
げ
8
α
①
ω
譲
げ
。

　
　
菱
鋤
。
く
。
・
2
胤
、
L
口
§
ミ
§
§
、
皆
》
ミ
。
試
§
b
謄
忘
鴨
ミ
暁
§
一
（
一
⑩
㊤
一
）
り
唱
唱
．
一
二
課
．

　
②
。
げ
Φ
。
と
い
う
言
葉
の
フ
ス
派
時
代
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
国
G
。
臥
耳
野
ω
・

　
　
。
。
蕊
。
斜
N
賃
9
毎
ζ
霞
㊦
一
μ
興
力
¢
＜
o
ξ
蔦
§
曽
閤
σ
ぎ
－
O
H
四
N
▼
6
①
9
ワ
憲
㎝
p
｝
・

　
　
隊
Φ
置
じ
d
o
」
o
ω
長
戸
｛
9
ヨ
β
〈
ぎ
ω
一
房
譲
通
話
く
。
冨
曾
冨
ゲ
ロ
艮
詩
碑
響
濠
聞
。
。
－

　
　
酔
9
0
ぽ
ω
9
岳
①
卜
。
（
一
Φ
0
9
り
題
．
一
ω
O
藩
邸
9
が
、
ま
た
、
中
世
に
お
け
る
意
味

　
　
論
的
分
析
に
関
し
て
は
、
轡
℃
Φ
α
悼
ぎ
惹
Ψ
ω
Φ
白
寒
江
。
≠
鋤
雪
靴
旨
ゆ
馨
霞
。
α
①
ω
・

　
　
濠
げ
。
巴
。
く
騨
。
げ
①
P
ヨ
い
時
電
属
貯
ミ
ら
隷
⑩
相
（
一
⑩
刈
み
y
℃
で
．
○
。
Φ
山
O
O
．
な
ど
の
研

　
究
が
あ
る
。

③
　
〆
6
臥
冨
凹
凸
薯
雪
婁
o
O
既
一
ヨ
臨
p
（
以
下
O
三
寿
一
）
頃
。
馨
①
ω
冨
犀
ヨ
℃
d
o
冨
－

　
巨
8
毎
諺
（
以
下
閃
幻
営
H
H
H
．
収
録
。

④
チ
ェ
コ
最
古
の
年
代
記
で
あ
る
咽
コ
ス
マ
ス
年
代
記
㎞
O
。
。
・
ヨ
器
℃
舜
σ
q
魯
ω
齢

　
O
聞
。
鼠
畠
U
d
o
㊦
ヨ
。
謹
白
（
以
下
O
o
ω
宝
器
）
と
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
一
連
の
『
続
コ

　
ス
マ
ス
年
代
記
』
。
門
続
コ
ス
マ
ス
年
代
記
』
と
し
て
は
、
『
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ト
聖

　
堂
参
事
会
員
年
代
記
』
O
貰
。
巳
9
≦
奮
Φ
α
q
鑓
号
μ
ω
一
ω
。
。
口
口
昌
巴
o
O
。
ω
ヨ
器
、

　
ヲ
ラ
デ
ツ
と
オ
パ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
の
年
代
記
匝
諺
暮
臥
Φ
ω
Φ
影
留
8
農
ω
ω
ω
げ

　
O
b
象
。
鼠
。
Φ
拐
窃
、
『
ヴ
イ
ン
ツ
ェ
ン
ツ
と
ヤ
ロ
ル
フ
の
年
代
記
』
＜
写
。
窪
藻
Φ
［

　
O
①
ユ
四
。
謀
磐
ロ
巴
霧
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
哨
幻
ゆ
國
同
．
収
録
。

⑤
ヴ
ァ
ニ
チ
ェ
ク
の
論
文
以
外
に
も
、
閏
．
O
冨
葺
〉
噺
鼻
U
餌
註
¢
三
図
Φ
亭

　
。
・
0
7
興
ぎ
し
d
α
7
ヨ
①
昌
く
。
ヨ
δ
．
び
一
ω
一
ω
．
智
7
静
§
島
⑦
界
ヨ
さ
ら
詠
試
簿
ミ
u
譜
、

　
9
§
§
ミ
き
ら
詳
ぎ
奮
匙
貯
§
ω
α
（
む
①
①
）
》
署
」
Q
。
一
－
δ
ω
．
、
N
．
¢
ε
欝
℃
9

　
一
Φ
ヨ
N
ω
日
路
ひ
。
げ
8
く
訂
く
・
辱
。
臥
8
U
鉱
ぎ
臨
。
ぐ
a
舞
。
温
犀
訂
伍
臥
篭
く
警
一
の
罧

　
凱
①
o
ざ
α
q
寅
貯
き
§
ミ
ミ
識
ミ
切
簿
ミ
ミ
§
O
（
一
Q
Q
。
9
も
や
？
ω
O
．
な
ど
。

⑥
例
え
ば
、
江
川
温
、
「
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
支
配
の
構
造
」
『
結
び
あ
う
か
た
ち

　
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
の
射
程
』
、
二
宮
宏
之
編
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
の

　
よ
う
な
紹
介
も
あ
る
。

⑦
例
え
ば
、
国
○
「
窪
9
ピ
窪
駄
康
響
。
〈
0
Φ
。
菰
。
ダ
ぎ
O
禽
愈
ミ
。
。
㊤

　
¢
Φ
認
〉
も
や
雪
為
ω
・
で
は
、
封
建
制
は
社
会
を
包
括
す
る
人
的
紐
帯
の
原
理
と

　
し
て
で
は
な
く
、
所
領
の
授
受
関
係
と
い
う
側
而
に
限
定
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
グ
ラ
ウ
ス
は
封
建
制
に
ス
ラ
ヴ
的
な
従
士
制
を
対
置
し
て
い
る
が
、
報
酬
と
し
て

　
の
所
領
が
最
終
的
に
世
襲
制
に
行
き
着
く
と
い
う
点
で
は
両
者
に
根
本
的
な
差
異

　
は
な
い
、
と
結
論
し
て
い
る
。
チ
ェ
コ
に
お
け
る
レ
ー
エ
ン
制
の
役
割
を
め
ぐ
る

　
議
論
に
関
し
て
は
、
薩
摩
秀
登
、
岡
王
権
と
貴
族
㎞
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

　
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
第
～
章
参
照
。
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中世チェコにおける王国共同体概念（藤井）

一
　
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』

　
　
「
共
同
体
」
概
念

に
み
る
中
夏
チ
ェ
コ
の

（
ご
　
　
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
と
そ
の
時
代
背
景

　
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
馳
は
チ
ェ
コ
語
で
書
か
れ
た
中
世
最
初
の
韻
文
年
代

記
で
あ
る
。
＝
二
一
〇
年
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
ヨ
ハ
ン
が
チ
ェ
コ
の
新
王

に
迎
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
年
代
記
作
者
は
筆
を
置
い
て
お
り
、
そ
の
完
成
は

一
三
一
〇
年
代
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
古
来
よ
り
の
様
々
な
試
み
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
作
者
は
い
ま
だ
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
序
文
に

お
い
て
作
者
は
、
古
い
時
代
に
関
す
る
記
事
の
情
報
源
と
な
っ
た
幾
つ
か
の

年
代
記
を
あ
げ
て
お
り
、
ラ
テ
ン
語
の
教
養
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
編
を
通
じ
て
読
み
と
れ
る
、
貴
族
層
に
対
す
る
共

感
と
都
市
民
に
対
す
る
嫌
悪
感
な
ど
か
ら
、
貴
族
階
層
に
属
し
て
い
た
と
推

定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
貴
族
の
教
養
水
準
に
比
定
し
て
、
貴
族
層
出

自
の
聖
職
者
、
或
い
は
貴
族
階
層
の
非
常
に
近
く
に
い
て
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
共
有
し
て
い
た
低
位
司
祭
で
あ
っ
た
可
能
性
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
作
者
は
ま
ず
序
文
で
こ
の
年
代
記
を
執
筆
す
る
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
自
分
の
国
（
N
Φ
ヨ
似
）
を
知
り
、
そ
れ
を
幸
福
の
た
め
に
寄
与
さ
せ
る

　
　
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
者
は
誰
で
も
学
べ
る
よ
う
に
。

　
　
…
…
中
略
…
…

　
　
国
が
名
誉
に
包
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
敵
の
息
の
根
が
止
ま
る
よ
う
に
。

つ
ま
り
、
チ
ェ
コ
民
族
の
由
来
と
名
誉
あ
る
歴
史
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
そ
し
て
外
敵
に
対
し
て
の
団
結
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
作
者
は
明
ら
か
に
具
体
的
な
チ
ェ
コ
人
の
敵
を
念
頭
に
浮
か
べ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
年
代
記
の
中
で
繰
り
返
し
書
及
さ
れ
る
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

人
は
一
二
世
紀
以
来
、
君
主
の
み
な
ら
ず
有
力
貴
族
も
積
極
的
に
行
っ
た
開

墾
植
民
の
た
め
に
チ
ェ
コ
へ
続
々
と
流
入
し
て
き
た
。
ま
た
、
＝
雌
世
紀
以

降
増
加
す
る
都
市
建
設
に
お
い
て
も
招
聰
さ
れ
た
の
は
主
に
ド
イ
ツ
人
で
あ

り
、
大
都
市
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
富
裕
層
を
ド
イ
ツ
人
が
占
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
君
主
は
台
頭
す
る
貴
族
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
都
市
を
同
盟
相
手
と

し
て
1
政
治
的
に
と
い
う
よ
り
は
経
済
的
に
で
は
あ
る
が
1
選
ん
で
お

り
、
彼
ら
の
持
ち
込
ん
だ
慣
習
も
チ
ェ
コ
人
貴
族
層
の
反
感
を
買
っ
て
い
た
。

君
主
は
さ
ら
に
、
宮
廷
に
ド
イ
ツ
人
高
位
聖
職
者
を
招
い
て
顧
問
と
し
た
り
、

或
い
は
ド
イ
ツ
人
領
主
に
チ
ェ
コ
人
領
主
か
ら
没
収
し
た
所
領
を
与
え
た
り

　
　
　
③

し
て
い
る
。
　
三
世
紀
を
通
じ
て
チ
ェ
コ
に
浸
透
し
て
ゆ
く
騎
士
文
化
に
対

し
て
も
作
考
は
嫌
悪
感
を
露
わ
に
し
て
お
り
、
王
の
危
機
を
救
っ
て
チ
ェ
コ

に
領
土
を
与
え
ら
れ
た
ド
イ
ツ
人
領
主
が
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
風
習
も
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
チ
ェ
コ
人
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
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衣
装
に
凝
る
余
り
、
い
ざ
戦
争
の
時
に
は
武
装
す
る
に
充
分
な
金
を
失
っ
て

し
ま
っ
て
お
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
勇
者
も
実
際
の
戦
い
で
は
役
立
た
ず
、

と
罵
ら
れ
て
い
る
。
自
民
族
の
文
化
に
対
す
る
誇
り
と
、
ド
イ
ツ
と
の
接
触

が
深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
危
機
感
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
こ
の
年
代
記
で
は
数
回
に
渡
っ
て
描
か
れ
る
チ
ェ
コ
の
君
主
暗
殺

と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
、
そ
の
犯
人
は
全
て
狡
商
で
卑
劣
な
ド
イ
ツ
人
と
さ
れ

て
い
る
。
｝
三
〇
六
年
、
少
年
王
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
三
世
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
遠
征

の
途
上
で
暗
殺
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
真
相
は
今
も
不
明
で
あ
る
が
、
や
は

り
王
暗
殺
は
ド
イ
ツ
人
の
仕
業
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
場
面
は
以
下
の
よ
う

に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
そ
の
時
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
は
王
の
下
へ
ふ
ら
っ
と
近
づ
き
、

　
　
階
段
を
（
歩
く
の
を
）
助
け
よ
う
か
と
い
う
そ
の
瞬
間
に
、

　
　
武
装
し
て
な
い
王
の
喉
に
短
剣
を
突
き
刺
し
た
。

　
　
あ
あ
っ
、
な
ら
ず
者
よ
、
残
酷
で
不
実
な
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
よ
、

　
　
高
貴
な
る
子
供
が
お
前
に
い
っ
た
い
何
を
し
た
と
言
う
の
か
？

　
　
お
前
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？

　
　
そ
の
強
欲
さ
の
た
め
に
彼
の
部
屋
の
影
に
身
を
隠
し
て
い
た
の
か
？

　
　
そ
の
強
欲
さ
の
せ
い
で
王
国
は
（
王
と
い
う
親
の
な
い
）
孤
児
と
な
つ

　
　
た
が
、

　
　
お
前
の
民
族
は
そ
の
血
の
中
に
、
既
に
裏
切
り
（
と
い
う
資
質
）
を
持

　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
っ
て
い
る
の
か
？

作
者
は
、
チ
ェ
コ
で
は
既
に
二
人
の
大
公
が
彼
ら
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
と
非

難
し
、
最
後
は
神
の
裁
き
に
委
ね
て
話
を
結
ん
で
い
る
。

　
一
三
〇
六
年
に
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
朝
が
断
絶
し
た
後
、
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
ニ
世

の
娘
婿
で
あ
っ
た
ケ
ル
ン
テ
ン
大
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
王
に
選
出
さ
れ
た
。
し

か
し
彼
が
頼
り
に
な
ら
な
い
と
覇
毒
し
た
領
主
た
ち
は
、
彼
を
廃
位
し
た
の

で
あ
る
。
す
る
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
親
戚
の
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
に
援
軍
を
頼
み
、

彼
ら
は
プ
ラ
ハ
を
包
囲
し
た
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
作
者
は
、
マ
イ
セ
ン
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
非
道
暴
虐
と
、
彼
ら
と
戦
う
高
貴
な
チ
ェ
コ
人
の
姿
を
描
き
出
し
た
。
こ

の
箇
所
の
最
後
で
は
、
作
者
が
こ
の
戦
い
を
見
て
い
た
こ
と
を
告
白
し
て
お

り
、
彼
は
当
時
プ
ラ
ハ
に
居
上
し
て
籠
城
戦
に
も
参
加
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
時
と
し
て
過
激
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
作
者
の

見
解
が
、
王
朝
断
絶
後
の
一
連
の
事
件
一
諸
外
国
か
ら
の
圧
力
が
大
き
く

作
用
し
た
一
…
を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
当
時
の
プ
ラ
ハ
は
既
に
ド
イ
ツ
人
が
富
裕
層
を
独
占
し

て
お
り
、
作
者
の
反
ド
イ
ツ
人
、
反
都
市
民
感
情
ー
プ
ラ
ハ
の
市
民
は
籠

城
時
に
マ
イ
セ
ン
人
に
協
力
し
て
い
る
一
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
触
は
～
三
～
○
年
代
の
末
こ
ろ
に
は
書
き
上
げ
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
外
来
王
家
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
ヨ
ハ

ン
は
、
一
三
一
〇
年
代
に
二
度
チ
ェ
コ
貴
族
と
衝
突
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
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中世チェコにおける王国共同体概念（藤井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

外
国
人
の
宮
廷
官
職
任
命
の
禁
止
が
約
束
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ド

イ
ツ
人
の
進
出
と
君
主
と
の
結
び
付
き
が
、
チ
ェ
コ
貴
族
全
般
に
危
惧
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
作
者
の
激
し
い
主
張
は
、
決
し

て
当
時
の
貴
族
階
層
の
考
え
方
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
と
同

じ
基
盤
を
有
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
三
世
紀
の
事
件
の
情
報

は
、
先
行
す
る
年
代
記
に
は
な
い
も
の
が
増
え
、
同
世
紀
半
ば
以
降
に
つ
い

て
は
む
し
ろ
作
者
が
直
接
見
聞
き
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
世
紀

転
換
期
に
関
し
て
は
、
ま
さ
に
作
者
が
生
き
た
時
代
・
場
所
の
事
件
で
あ
り
、

そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
作
者
の
見
解
は
時
代
感
情
を
反
映
し
て
い
た
の
で

　
⑦

あ
る
。

（
二
）
　
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
に
お
け
る
「
共
同
体
」

　
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
ラ
ウ
ス
を
始
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
は
、

プ
ラ
ハ
司
教
を
選
出
す
る
よ
う
な
君
主
が
主
催
し
た
集
会
で
の
有
力
者
の
承

認
を
、
君
主
の
政
策
に
対
す
る
彼
ら
の
共
岡
決
定
権
と
み
な
し
、
君
主
に
対

抗
し
得
る
身
分
と
し
て
の
「
貴
族
共
同
体
」
の
成
立
を
主
張
し
て
き
た
。
そ

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
プ
ラ
ハ
聖
堂
参
事
会
長
の
地
位
に
あ
っ
た
コ

ス
マ
ス
が
～
二
世
紀
初
頭
に
書
い
た
チ
ェ
コ
最
古
の
年
代
記
で
あ
る
、
『
コ

ス
マ
ス
年
代
記
臨
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
年
代
記
を
引
き
継
い
で
幾
つ
か
の

『
続
コ
ス
マ
ス
年
代
記
撫
も
著
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
集
会
を
描
写
し
て
い
る
魍
コ
ス
マ
ス
年
代
記
臨
で

は
、
「
共
同
体
8
ヨ
伸
子
訂
ω
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
年
代
記
に
描
か
れ
て
い
る
君
主
の
統
治
に
関
与

す
る
有
力
者
は
、
決
し
て
「
貴
族
共
同
体
」
と
し
て
君
主
に
対
置
し
得
る
よ

う
な
存
在
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
中
世
チ
ェ
コ
で
は
貴
族
層
の
発
展
に
断

絶
が
あ
っ
た
こ
と
が
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
年
代
記
が
著
さ
れ
た
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
世
紀
初
頭
は
ま
さ
に
新
た
な
貴
族
層
の
再
編
期
に
あ
た
る
。
よ
っ
て
、
コ

ス
マ
ス
は
同
時
代
に
、
少
な
く
と
も
後
の
時
代
に
連
続
し
て
ゆ
く
よ
う
な
、

「
貴
族
共
同
体
」
の
形
成
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
コ
ス
マ
ス
自
身
が
君
主
権
力
を
擁
護
す
る
立
場
に
た
っ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
『
コ
ス
マ
ス
年
代
記
臨
に
君

主
権
力
に
対
抗
す
る
「
共
同
体
」
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
コ
ス
マ
ス
か
ら
二
百
年
を
経
て
、
新
た
な
貴
族
層
が
姿
を
現
し
た

時
期
に
記
録
さ
れ
た
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
撫
に
は
、
「
共
同
体
」
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
年
代
記
と
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
繭

に
お
け
る
選
出
集
会
の
描
写
の
比
較
を
行
い
つ
つ
検
討
を
す
す
め
た
い
。

　
通
常
最
初
に
言
及
さ
れ
る
選
出
行
為
は
、
九
七
五
年
の
初
代
プ
ラ
ハ
司
教

ジ
ェ
ト
マ
ル
の
選
出
で
あ
る
が
、
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
で
は
こ
の
件
に
関

し
て
特
別
触
れ
て
い
な
い
。
続
い
て
、
一
〇
三
七
年
間
ブ
ジ
ェ
チ
ス
ラ
フ
一

世
選
出
、
一
〇
五
五
年
の
ス
ピ
チ
フ
ニ
ェ
フ
　
一
世
選
出
、
一
〇
九
九
年
の
ブ
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ジ
ェ
チ
ス
ラ
フ
ニ
世
選
出
に
関
し
て
も
、
即
位
し
た
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
お

り
、
有
力
者
の
関
与
の
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
一
〇
六
八
年

の
プ
ラ
ハ
司
教
選
出
を
め
ぐ
る
騒
動
が
両
者
に
共
通
す
る
話
題
で
あ
る
。
ヴ

ラ
チ
ス
ラ
フ
ニ
世
は
前
司
教
の
死
後
、
自
分
の
宮
廷
礼
拝
堂
付
司
祭
で
あ
っ

た
ド
イ
ツ
人
の
ラ
ン
ツ
を
司
教
に
指
名
し
た
が
、
人
々
℃
。
℃
巳
蕊
の
同
意

が
得
ら
れ
ず
、
結
局
弟
の
ヤ
ロ
ミ
ー
ル
を
任
命
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

㎎
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
ヤ
ロ
ミ
ー
ル
は
王
（
皇
帝
の
承
・
認
に
よ

る
～
代
限
り
の
王
号
）
の
前
に
進
み
出
て
（
彼
を
司
教
に
す
る
と
い
う
）
前

大
公
の
遺
言
を
訴
え
出
た
。
と
こ
ろ
が
王
は
そ
の
訴
え
を
取
り
上
げ
ず
、
ド

イ
ツ
人
を
司
教
に
し
ょ
う
と
し
た
の
で
、
貴
族
た
ち
は
急
い
で
協
議
し
、
コ

ヤ
タ
を
代
表
と
し
て
彼
ら
の
意
見
を
王
に
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
「
王
よ
、
ど
う
か
自
分
の
国
の
者
（
＜
『
匹
旨
）
の
言
う
こ
と
に
耳
を

　
　
傾
け
て
、

　
　
自
分
自
身
の
血
縁
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
ス
ピ
チ
フ
ニ
ェ
フ
（
工
人
の
兄
）
は
あ
な
た
の
兄
弟
に
約
束
し
ま
し
た

　
　
司
教
位
を
、
私
た
ち
は
誰
一
人
と
し
て
欲
し
て
い
な
い
の
で
す

　
　
ド
イ
ツ
人
が
プ
ラ
ハ
司
教
に
な
る
こ
と
を
。

　
　
ラ
ン
ツ
を
余
り
信
用
な
さ
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
に
、

　
　
そ
ん
な
こ
と
な
ら
民
族
を
ロ
バ
の
尻
尾
に
で
も
任
せ
な
さ
い
。

　
　
チ
ェ
コ
人
で
あ
る
ス
ピ
チ
フ
ニ
ェ
フ
は
迅
速
に
ド
イ
ツ
入
を
追
放
し
た

の
に
、

彼
ら
が
再
び
あ
な
た
を
籠
絡
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ェ
コ
人
は
み
ん
な
あ
な
た
を
王
と
し
て
敬
っ
て
お
り
、

あ
な
た
は
い
つ
で
も
外
国
人
の
策
略
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
国
人
は
国
に
幸
福
を
保
証
で
き
な
い
。

狼
の
頭
を
司
教
に
し
て
欲
し
く
な
い
の
で
す
。
」

王
は
黙
っ
て
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
い
た
。

「
金
員
コ
ヤ
タ
と
同
じ
考
え
な
の
か
？
」

「
そ
う
で
す
。
私
た
ち
の
意
見
は
一
致
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。
」

王
は
覚
っ
た
、
全
く
愚
か
な
こ
と
だ

ラ
ン
ツ
を
褒
め
称
え
さ
せ
る
の
は
、

全
員
を
敵
に
ま
わ
し
て
は
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
、
と
。

だ
か
ら
頬
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
言
っ
た
。

「
お
前
た
ち
の
誠
実
さ
を
試
し
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。

喜
ん
で
ヤ
ロ
ミ
ー
ル
を
任
命
し
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

聖
堂
参
事
会
が
彼
を
選
出
し
た
の
な
ら
。
」

こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
（
人
）
と
明
確
に
対
置
さ
れ
た
形
で
チ
ェ
コ
人
と
チ
ェ

コ
と
い
う
国
に
一
体
性
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
領
主
た
ち
は
協
議
の

上
、
そ
の
利
益
保
護
を
君
主
に
訴
え
て
い
る
。
㎎
コ
ス
マ
ス
年
代
記
』
に
お
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い
て
も
コ
ヤ
タ
は
人
々
唱
。
陰
冨
ω
を
代
表
し
て
、
国
構
9
鑓
の
こ
と
を
何
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

外
国
人
に
委
ね
る
の
か
、
君
主
に
問
い
質
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ラ
テ
ン
語

年
代
記
で
は
噂
。
覚
一
話
と
い
う
表
現
が
多
い
の
に
対
し
て
、
槻
ダ
リ
ミ
ル
年

代
記
瓢
は
N
Φ
鼠
舞
一
（
国
N
①
紅
皿
の
人
々
）
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
て
い
る
。

通
常
唱
。
℃
三
話
は
集
会
に
参
加
で
き
る
自
由
人
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
こ
の
言
葉
が
示
す
範
囲
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
器
導
餌
－

巳
は
冨
凱
（
領
主
た
ち
）
と
も
置
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
『
ダ
リ

ミ
ル
年
代
記
』
の
作
者
は
、
国
政
に
関
わ
る
べ
き
人
々
を
は
っ
き
り
と
貴
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

階
層
に
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
百
年
の
間
に
社
会
階
屡
の

分
化
と
再
編
が
す
す
み
、
政
治
行
動
を
行
う
貴
族
層
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
し

て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
チ
ェ
コ
の
中
世
史
家
ウ
フ
リ
ー
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
N
Φ
旨
献
の
意
味
に
は
三
通
り
あ
り
、
ま
ず
領
域

や
国
と
い
っ
た
最
も
一
般
的
な
意
味
、
続
い
て
そ
の
領
域
に
住
む
住
民
、
．
最

後
に
政
治
的
内
容
を
指
す
。
さ
ら
に
最
後
の
場
合
に
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
自

体
と
シ
ス
テ
ム
の
支
配
勢
力
（
N
Φ
ヨ
き
少
冨
鼻
匹
Φ
o
騨
p
）
と
い
う
二
重
の

意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
ウ
フ
リ
ー
シ
ュ
は
、
『
ダ
リ
ミ
ル
年

代
記
臨
に
お
け
る
N
Φ
ヨ
依
と
は
階
級
的
支
配
勢
力
と
し
て
の
貴
族
に
他
な
ら

な
い
、
と
結
論
し
て
い
る
。
常
に
そ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
N
①
8
p
旦
N
Φ
臼
p
融
は
事
実
上
有
力
者
、
高
位
貴
族
を
指

し
て
お
り
、
確
か
に
噌
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
に
お
け
る
「
チ
ェ
コ
入
の
国
」

と
し
て
の
N
Φ
ヨ
献
は
「
貴
族
の
共
同
体
」
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
に
お
け
る
N
①
ヨ
勉
旦
隠
白
き
ひ
は
、
コ
ス
マ
ス
ら

が
描
き
出
し
た
よ
う
な
、
単
に
選
出
の
際
に
承
認
を
与
え
る
だ
け
の
存
在
で

は
な
く
、
積
極
的
に
君
主
に
助
言
し
、
時
に
は
大
公
を
追
放
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
〇
九
二
年
、
ヴ
ラ
チ
ス
ラ
フ
ニ
世
の
死
後
、
貴
族
た
ち
は
彼
の
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

子
ブ
ジ
ェ
チ
ス
ラ
フ
で
は
な
く
兄
弟
の
コ
ン
ラ
ー
ト
を
選
出
し
て
い
る
。
そ

の
後
ブ
ジ
ェ
チ
ス
ラ
フ
は
即
位
す
る
が
、
彼
の
死
後
、
貴
族
た
ち
は
モ
ラ
ヴ

イ
ア
に
い
た
兄
弟
ポ
ジ
ヴ
ォ
イ
ニ
世
に
使
者
を
送
っ
て
ボ
ヘ
ミ
ア
に
迎
え
入

　
⑮

れ
た
。
そ
の
後
～
一
五
八
年
に
、
ヴ
ラ
チ
ス
ラ
フ
三
世
は
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
～
世
か
ら
一
代
限
り
の
王
号
を
認
め
ら
れ
た
。
作
者
は
王
号
を
認
め
ら
れ

た
後
の
王
の
行
動
を
以
下
の
よ
う
に
描
く
の
で
あ
る
。

　
　
王
は
プ
ラ
ハ
に
戻
っ
た

　
　
ド
イ
ツ
人
を
伴
っ
て
、
好
臣
の
前
で

　
　
チ
ェ
コ
の
貴
族
た
ち
を
笑
っ
た
、

　
　
「
お
君
た
ち
な
ど
い
な
く
と
も
目
的
は
果
た
し
た
。
」

　
　
彼
の
息
子
は
こ
の
言
葉
に
驚
愕
し
、

　
　
父
と
完
全
に
侠
を
分
か
ち
、

　
　
そ
れ
で
貴
族
た
ち
は
ま
す
ま
す

　
　
王
子
を
尊
敬
し
た
。
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彼
の
言
葉
に
同
調
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
（
王
に
）
言
っ
た
。

貴
族
た
ち
は
チ
ェ
コ
人
顧
問
団
（
H
巴
p
。
）
の
同
意
も
得
ず
に
王
位
を
授
け
ら

れ
た
こ
と
を
非
難
し
、
最
後
に
は
彼
を
殺
そ
う
と
す
る
。
王
は
身
を
隠
し
、

チ
ェ
コ
か
ら
逃
亡
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
チ
ェ
コ
人
の
慣
習
を
侮
辱

し
、
ド
イ
ツ
人
に
ば
か
り
目
を
か
け
て
い
た
ベ
ト
シ
フ
も
貴
族
た
ち
に
追
放

　
　
⑰

さ
れ
た
。
し
か
し
彼
の
後
を
継
い
だ
大
公
も
ド
イ
ツ
人
を
重
用
し
た
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

貴
族
た
ち
は
再
度
決
起
し
て
ベ
ト
シ
フ
を
大
公
位
に
呼
び
戻
し
て
い
る
。
以

上
の
よ
う
な
記
述
は
、
い
ず
れ
も
軍
士
コ
ス
マ
ス
年
代
記
』
に
は
な
く
、
む

し
ろ
；
一
〇
六
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
の
新
王
選
出
と
廃
位
と
い
う
事
件

を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
ヴ
ァ
ニ
チ
ェ
ク
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
臨
に
お

い
て
「
共
同
体
。
σ
Φ
。
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
回
数
は
少
な
い
。
作
者
は
チ

ェ
コ
の
建
国
神
話
に
関
わ
る
箇
所
で
、
伝
説
の
女
王
リ
ブ
シ
ェ
の
口
を
借
り

て
次
の
よ
う
に
予
話
し
て
い
る
。

　
　
邪
悪
で
卑
劣
な
魂
の
持
ち
主
だ
け
が

　
　
○
ぴ
Φ
o
に
損
害
を
与
え
よ
う
と
目
論
む
の
で
す
。

　
　
社
会
が
結
束
し
て
い
て
こ
そ

　
　
o
げ
Φ
o
に
平
和
と
愛
情
を
見
出
せ
る
の
で
す
。

　
　
そ
れ
を
犯
す
者
は
、
賭
け
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
の
で
す

　
　
生
命
、
家
族
、
全
て
の
一
族
郎
党
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
そ
し
て
平
穏
と
幸
福
な
ど
見
出
せ
な
い
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
○
げ
Φ
o
は
単
な
る
国
N
①
臼
似
と
い
う
意
味
に
も
読
み
得
る
が
、

一
三
～
○
年
の
プ
ラ
ハ
籠
城
戦
の
描
写
で
は
、
よ
り
広
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
時
、
プ
ラ
ハ
市
民
は
自
派
に
分
か
れ

て
戦
闘
に
参
加
し
た
が
、

　
　
コ
コ
ト
ゥ
家
は
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
家
と
共
に

　
　
チ
ェ
コ
人
の
。
げ
Φ
。
の
陣
営
に
加
わ
っ
た
が
、

　
　
オ
タ
・
ズ
・
カ
メ
ニ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
フ
ロ
フ
家
と
共
に

　
　
マ
イ
セ
ン
軍
に
味
方
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
彼
ら
に
プ
ラ
ハ
市
を
明
け
渡
そ
う
と
し
た
。

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
。
げ
①
o
が
、
国
一
領
域
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
民

族
、
共
同
体
と
い
う
意
味
合
い
に
近
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
臨
の
作
者
が
そ
の
歴

史
を
正
し
く
知
ら
し
め
ん
と
し
、
そ
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
た
国
（
舘
ヨ
9

0
ぴ
Φ
o
）
と
は
、
チ
ェ
コ
民
族
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
民
族
の

「
共
同
体
」
は
君
主
か
ら
自
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
年
代
記
中
で
は
、
君
主
が
ド
イ
ツ
人
を
招
き
入
れ

て
チ
ェ
コ
（
人
）
に
損
害
を
与
え
る
場
面
が
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
。
結

局
、
チ
ェ
コ
に
平
和
を
与
え
て
そ
れ
を
保
証
す
る
の
は
、
君
主
で
は
な
く
貴
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族
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
作
者
は
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
君
主
と
貴

族
、
共
同
体
に
関
す
る
三
春
の
描
写
は
、
先
行
す
る
年
代
記
の
記
述
な
ど
と

比
較
検
討
す
る
と
、
必
ず
し
も
現
実
の
ま
ま
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
作
者
の
生
き
た
世
紀
転
換
期
の
社
会
的
・
政
治
的
状
況
を
考
慮
し

た
な
ら
ば
、
作
者
に
と
っ
て
は
真
実
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
頃
．
区
三
冨
斜
回
9
碧
①
〆
℃
難
N
鴨
§
“
轟
多
義
恋
ぎ
霜
糺
ミ
§
薮
ぎ
摯

　
　
、
愚
譜
寂
黛
℃
冠
訂
り
一
8
刈
も
唱
．
ω
ω
毒
○
。
餅

　
②
U
9
期
巨
圏
℃
凝
量
冨
く
p

　
③
U
卿
儲
位
｝
⑩
N
．
ヴ
ィ
ー
ト
コ
フ
家
を
は
じ
め
と
す
る
有
力
チ
エ
コ
貴
族
か
ら
所

　
　
領
を
没
収
し
、
ド
イ
ツ
人
を
重
用
し
た
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
・
オ
タ
カ
ル
ニ
世
を
作
者

　
　
は
非
難
し
て
い
る
。
結
局
彼
が
貴
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
戦
死
し

　
　
た
と
き
、
自
業
自
得
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
④
U
塾
ヨ
臨
Φ
。
。
．

　
⑤
∪
国
嵩
慧
＝
O
ω
柴
島
．

　
⑥
薩
摩
秀
登
、
前
掲
書
、
第
四
章
参
照
。

　
⑦
近
年
、
フ
ス
派
時
代
に
か
け
て
の
チ
ェ
コ
人
と
ド
イ
ツ
入
の
関
係
を
、
対
立
的

　
　
側
面
だ
け
を
強
調
し
て
捉
え
る
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
む
し
ろ
都
市
に
お
い
て
も

　
　
融
和
的
に
共
存
し
て
い
た
、
と
指
摘
す
る
傾
向
に
あ
る
。
薩
摩
秀
登
、
「
中
世
チ

　
　
ェ
コ
に
お
け
る
『
ド
イ
ツ
人
旧
観
」
糊
歴
史
学
研
究
輪
、
七
〇
三
号
、
一
九
九
七
年
、

　
　
二
〇
〇
⊥
｝
〇
五
頁
、
参
照
。
確
か
に
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
の
排
外
的
な
主
張

　
　
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
主

　
　
張
を
生
み
出
す
雰
囲
気
を
こ
の
時
代
が
有
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
た
だ

　
　
し
、
貴
族
に
対
す
る
期
待
感
の
よ
う
な
も
の
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
『
ダ
リ
ミ

　
　
ル
年
代
記
』
だ
け
の
誇
張
と
は
捉
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
で
も
大
筋
認
め
ら
れ

　
　
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
閏
’
O
鎚
話
り
U
猷
切
二
匹
毎
ぽ
q
鉱
昌
。
ω
累
p
。
餓
。
冨
躍
げ
①
－

　
慈
¢
幹
漕
ぎ
。
・
冨
邑
雰
Φ
♂
犀
Φ
纂
鋼
重
ゆ
穿
ヨ
①
戸
ぎ
撃
8
、
軌
鶏
一
ω
（
お
①
①
）
甲
署
．

　
O
－
膳
㊤
．

⑧
男
○
鎚
5
》
号
r
冨
巳
に
鼠
矯
窪
ω
。
冨
憎
賦
b
ご
窪
ヨ
魯
く
。
ヨ
一
〇
■
旺
ω
鼻

　
紀
聞
匿
乱
Φ
3
Ψ
直
納
一
〇
H
．
貴
族
暦
の
再
編
に
関
す
る
研
究
史
は
、
拙
稿
「
一

　
三
世
紀
チ
ェ
コ
に
お
け
る
貴
族
共
同
体
の
展
開
と
王
権
」
剛
史
林
輪
、
八
三
i
四
号
、

　
二
〇
〇
〇
年
、
七
丁
一
Ω
二
頁
、
一
章
参
照
。

⑨
U
■
醍
①
蜜
ぎ
渕
ω
。
9
鋒
融
し
・
【
「
算
［
亀
Φ
臓
Φ
ヨ
誘
ざ
く
ω
嫁
。
ぴ
O
①
。
ダ
ぎ
9
罫
皐

　
N
き
§
砺
陰
魯
恥
魯
蹄
網
掛
。
識
ら
愈
一
〇
（
H
り
刈
一
y
署
．
窃
Q
。
？
♂
ご
℃
．
箕
ド

⑩
U
巴
冨
ロ
お
．

⑪
O
。
6
。
冨
ω
H
H
心
ω
．

⑫
『
コ
ス
マ
ス
年
代
記
』
に
お
け
る
コ
ヤ
タ
の
発
醤
は
、
～
般
に
貴
族
の
口
を
借

　
り
て
コ
ス
マ
ス
が
チ
ェ
コ
人
聖
職
者
の
意
見
を
代
弁
さ
せ
て
い
る
、
つ
ま
り
ド
イ

　
ツ
人
聖
職
者
に
教
会
ポ
ス
ト
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
対
す
る
チ
ェ
コ
人
聖
職

　
者
の
危
機
感
の
表
明
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
閃
■
O
鑓
蕊
闇
。
や
鉱
f
署
．

　
卜
⊃
甲
器
、
し
か
し
、
魍
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
隔
の
作
者
は
全
編
を
通
じ
て
自
ら
の
見
解

　
を
織
り
込
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
の
描
写
も
、
聖
職
者
よ
り
も
貴
族
の
代
表
と
し
て

　
代
弁
さ
せ
て
い
る
、
と
捉
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑬
N
．
d
げ
貫
。
℃
．
。
剛
［
．
も
ワ
叩
一
回

⑭
∪
国
翻
ヨ
ニ
0
。
。
．

⑮
∪
薫
蒸
8
0
．
ポ
ジ
ヴ
ォ
イ
は
そ
の
後
従
兄
弟
に
大
公
位
を
追
わ
れ
る
が
、
別

　
の
兄
弟
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
フ
か
ら
位
を
譲
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
入
を
重
爾
し
す

　
ぎ
た
た
め
に
、
有
力
者
と
相
談
し
た
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
フ
に
追
放
さ
れ
た
。
後
に
呼
び

　
漢
さ
れ
る
が
、
同
じ
事
を
繰
り
返
し
て
追
放
さ
れ
て
い
る
。
り
ゆ
｝
ぎ
嵩
①
N
①
ω
．

⑯
】
）
華
華
同
①
◎

⑰
O
巴
ぎ
臨
ご
．

⑱
U
跳
鼠
；
P

⑲
U
跳
巨
ζ
’
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⑳
】
）
聾
巨
＝
O
ω
．

　
　
こ
こ
で
登
場
す
る
プ
ラ
ハ
市
民
は
双
方
に
ド
イ
ツ
系
を
含
ん
で
お
り
、
必
ず
し

　
も
ド
イ
ツ
人
の
全
て
が
憎
悪
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
噸
ダ
り
ミ

　
ル
年
代
記
㎞
の
作
者
が
チ
ェ
コ
人
と
ド
イ
ツ
入
を
区
別
す
る
基
準
は
す
N
鴇
（
言

　
語
）
で
あ
り
、
出
身
地
で
は
な
く
書
語
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
｝
四
世
紀
後
半

　
に
書
か
れ
た
作
者
不
詳
の
『
ド
イ
ツ
入
に
関
す
る
良
き
教
え
の
書
㎞
の
中
で
は
、

　
ド
イ
ツ
人
が
彼
ら
の
慣
習
を
維
持
し
て
チ
ェ
コ
人
に
同
化
し
な
い
場
合
が
特
に
非

　
難
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
チ
ェ
コ
と
い
う
N
①
ヨ
伽
に
対
し
て
外
来
者
で

　
あ
る
か
（
あ
り
続
け
る
か
）
否
か
、
が
重
要
な
よ
う
で
あ
る
。
薩
摩
、
前
掲
論
文
。

　
ま
た
ウ
フ
リ
ー
シ
ュ
も
、
貴
族
は
霜
霊
に
対
し
て
よ
り
都
市
民
に
対
し
て
の
方
が

　
妥
協
で
き
な
か
っ
た
、
と
し
つ
つ
も
、
し
か
し
作
者
の
意
図
は
反
ド
イ
ツ
入
感
情

　
を
煽
動
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
貴
族
階
級
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、

　
と
述
べ
て
い
る
。
N
．
ご
三
笠
。
㍗
o
圃
∬
竈
．
一
㎝
－
一
◎

二
　
中
世
チ
ェ
コ
の
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

（㎜

j
　
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
崇
拝
の
成
立
と
展
開

　
＝
工
四
四
年
、
カ
レ
ル
四
恩
は
、
プ
ラ
ハ
司
教
座
が
大
司
教
座
に
昇
格
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
を
大
司
教
座
聖
堂
に
ふ
さ
わ
し
い

建
物
へ
と
改
築
し
た
。
そ
の
際
、
チ
ェ
コ
の
守
護
聖
人
で
あ
る
聖
ヴ
ァ
ー
ツ

ラ
フ
の
礼
拝
堂
が
聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
柴
内
に
増
築
さ
れ
、
崇
拝
の
中
心
地
と

し
て
信
者
の
求
心
力
を
高
め
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
大
聖
堂
の
内
陣
の
奥
に
は
、

新
た
に
つ
く
ら
れ
た
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
王
冠
」
が
本
人
の
頭
蓋
骨
の
上

に
安
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
王

冠
」
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
、
シ
レ
ジ
ア
の
一
体
性
の
象
徴
と
さ
れ
、

同
時
に
こ
の
王
冠
の
所
有
者
は
歴
代
君
主
で
は
な
く
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
チ
ェ
コ
と
い
う
国
家
領
域
は
悪
主

と
は
全
く
分
離
し
て
存
在
し
、
む
し
ろ
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
と
不
可
分
で
あ
る

こ
と
が
、
瘤
主
自
身
に
よ
り
明
確
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

中
世
チ
ェ
コ
の
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
、
避
け
て
通

る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
で
あ
る
。

　
チ
ェ
コ
で
民
族
的
な
聖
人
と
し
て
今
な
お
絶
大
な
人
気
を
誇
る
聖
ヴ
ァ
ー

ツ
ラ
フ
は
、
元
来
支
配
家
系
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
家
の
大
公
で
あ
っ
た
。
敬
慶
な

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
祖
母
の
ル
ド
ミ
ラ
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
教
育
を
受

け
、
非
常
に
慈
悲
深
く
、
教
会
と
聖
職
者
に
対
す
る
保
護
が
篤
か
っ
た
、
と

　
　
　
　
　
　
①

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
彼
が
大
公
と
し
て
統
治
し
た
一
〇
世
紀
初
頭
、

ま
だ
チ
ェ
コ
で
は
異
教
的
風
習
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対

す
る
反
発
も
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
当
時
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容

は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
チ
ェ
コ
に
対
す
る
政
治
的
影
響
力
の
増
大
を
意
味
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
は
反
ド
イ
ツ
派
に
推
さ
れ
た
弟
の
ボ
レ

ス
ラ
フ
一
世
に
よ
っ
て
ス
タ
ラ
ー
・
ボ
レ
ス
ラ
フ
で
殺
害
さ
れ
た
。
し
か
し

死
後
ま
も
な
く
し
て
奇
蹟
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
早
く
も
～
○
世
紀
中

に
は
、
古
代
ス
ラ
ヴ
語
で
聖
入
伝
が
著
さ
れ
た
。
崇
拝
が
始
ま
っ
た
当
初
に
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は
他
の
聖
人
崇
拝
と
特
別
異
な
る
特
徴
は
な
か
っ
た
が
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ

の
イ
メ
ー
ジ
は
数
多
く
書
か
れ
た
聖
人
伝
や
年
代
記
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。
　
○
〇
二
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ハ

城
は
、
「
神
の
意
志
と
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
取
り
な
し
島
Φ
一
唱
2
ヨ
房
鍮
。
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し・

ﾖ
。
島
類
窪
。
Φ
隠
蝕
ぼ
8
税
。
Φ
ω
臨
。
」
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
。
こ
の
時
聖
ヴ

ァ
ー
ツ
ラ
フ
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
「
援
助
者
窪
臥
犀
碧
8
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。
一
一
一
エ
ハ
年
の
フ
ル
メ
ツ
の
戦
い
に
お
い
て
は
、
白
衣
を
纏
い
、
白
馬

に
跨
っ
た
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
が
戦
場
に
現
れ
、
チ
ェ
コ
軍
の
危
機
を
救
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
③

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
チ
ェ
コ
の
危
機
に
現
れ
、
他
民
族
か
ら
チ
ェ

コ
人
を
救
済
す
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
モ
チ
ー

フ
は
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
、
一
＝
　
三
年
に
は
、
シ
レ
ジ
ア
で
全
滅
し
か
け

た
ソ
ビ
ェ
ス
ラ
フ
一
世
を
救
出
し
、
一
一
エ
ハ
○
年
に
は
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
・
オ

タ
カ
ル
町
鳶
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
援
助
し
て
い
る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
「
チ
ェ
コ
の
守
護
者
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
一
二
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
歌
」
の
中
で
、
こ
の
聖
人

は
神
の
代
理
入
、
ラ
ン
ト
・
チ
ェ
コ
の
守
護
者
と
し
て
賛
美
さ
れ
て
お
り
、

そ
し
て
同
じ
く
一
二
世
紀
に
書
か
れ
た
『
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ト
聖
堂
参
事
会
員

年
代
記
』
で
は
、
チ
ェ
コ
の
民
族
は
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
春
属
目
旨
陛
蝉
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
は
、
一
　
世
紀
初
頭
の
ヤ
ロ
ミ
ー
ル
公
の
時
代
か
ら
チ

ェ
コ
の
貨
幣
に
登
場
す
る
。
表
に
は
そ
の
時
々
の
君
主
の
姿
が
、
裏
に
は
聖

ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
姿
が
描
か
れ
る
と
い
う
様
式
が
定
着
し
、
＝
二
世
紀
中
頃

ま
で
そ
れ
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
貨
幣
に
刻
印
さ
れ
る
聖
人
の
姿
は
武

装
し
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
貨
幣
ば
か
り
で
な
く
、
プ
シ
ェ

ミ
ス
ル
家
、
教
会
、
都
市
な
ど
の
印
章
に
も
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
が
多
く
用
い

ら
れ
た
。
特
に
教
会
の
印
章
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
に
は
、
教
会
組
織
の

普
遍
性
や
不
滅
性
を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
司
教
や
大
修
道

院
長
は
一
時
的
に
司
教
区
や
修
道
院
を
代
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対

し
て
、
聖
人
は
永
遠
の
存
在
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
世
俗
領
域

に
も
持
ち
込
ま
れ
、
「
チ
ェ
コ
の
真
の
君
主
は
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
で
あ
る
」

と
い
う
観
念
が
生
じ
る
。
こ
の
観
念
は
、
影
響
で
み
る
よ
う
な
国
家
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
結
び
付
き
、
君
主
と
貴
族
の
関
係
の
理
論
面
に
深
く
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
ラ
ン
ト
・
チ
ェ
コ
概
念
の
生
成

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
グ
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
中
世
チ
ェ
コ
は
制
度
的
な
国
家
を
形
成
し
、
全
く

特
殊
に
、
王
の
人
格
か
ら
実
質
上
独
立
し
た
制
度
化
の
姿
が
み
ら
れ
る
初
め

て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
で
あ
る
。
彼
の
い
う
制
度
化
と
は
、
＝
二
世
紀
末
か

ら
明
確
な
形
を
取
り
始
め
る
ラ
ン
ト
裁
判
所
、
ラ
ン
ト
議
会
、
ラ
ン
ト
台
帳
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を
指
す
が
、
そ
の
展
開
に
は
ラ
ン
ト
・
チ
ェ
コ
概
念
の
発
展
が
重
要
と
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
の
ラ
ン
ト
と
は
、
一
章
で
検
討
し
た
チ
ェ
コ
語
の
N
Φ
ヨ
ρ

o
σ
8
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
土
地
に
住
む
住
民
も
含
め
た

一
定
の
領
域
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
。

　
チ
ェ
コ
最
古
の
年
代
記
で
あ
る
『
コ
ス
マ
ス
年
代
記
臨
に
お
い
て
、
ラ
ン

ト
・
チ
ェ
コ
の
称
賛
は
頻
繁
に
確
認
で
き
る
。
そ
れ
自
体
は
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
隣
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
撫
の
記
述
に
頻
繁
に
見
出
せ
る
と
い
う
。
ボ
ヘ
ミ
ア

盆
地
を
中
心
と
し
て
周
囲
を
深
い
森
林
に
囲
ま
れ
た
チ
ェ
コ
は
、
「
チ
ェ
コ
」

と
認
識
さ
れ
る
領
域
が
比
較
的
早
く
か
ら
一
貫
し
て
お
り
、
ま
た
チ
ェ
コ
部

族
が
ボ
ヘ
ミ
ア
の
泄
ス
ラ
ヴ
族
を
統
合
す
る
以
前
に
、
近
隣
か
ら
政
治
的
統

一
体
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
地
政
学
的
な
状
況
か
ら
、
中
世
チ
ェ

コ
は
完
結
し
た
ラ
ン
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
は
そ
の
構
手
も
ラ
ン
ト

と
同
一
視
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ラ
ン
ト
・
チ
ェ
コ
の
擬
入
歯
は
ま
ず
噂
コ
ス
マ
ス
年
代
記
』
に
お
い
て
、

瞭
Φ
日
巳
榊
b
σ
o
び
Φ
ヨ
冨
と
い
う
表
現
で
散
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
岡
ヴ
イ
シ
ェ
フ

ラ
ト
聖
堂
参
事
会
員
年
代
記
撫
で
も
、
ρ
琵
馨
節
雪
乞
9
簿
ρ
ρ
舞
曝
け
鋤
。
○
箏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

旨
。
江
。
づ
Φ
じ
d
o
ゲ
①
白
蟻
㌘
Φ
蹄
け
琶
o
o
α
q
即
下
鋤
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
擬

人
化
さ
れ
た
ラ
ン
ト
は
君
主
の
人
格
か
ら
独
立
し
て
発
達
し
て
ゆ
く
が
、
そ

れ
が
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
と
結
合
し
た
と
き
、
君
主
と
の
　
体
性
に
注
意
を
換

起
す
る
よ
う
な
記
述
は
い
っ
そ
う
の
減
少
を
み
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
は
貨
幣
や
印
章
に
用
い
ら
れ
た

が
、
初
め
て
の
大
公
印
の
銘
は
、
「
大
公
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
フ
の
手
に
よ
る
聖
ヴ

ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
平
和
℃
鋤
×
G
。
．
≦
鋤
8
N
巨
貯
ヨ
裏
口
曾
9
ω
＜
濃
鼠
註
鉱
」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
貴
族
層
の
台
頭
が
著
し
い
一
三
世
紀
の
後
半
に
は
、
プ
シ

ェ
ミ
ス
ル
・
オ
タ
カ
ル
ニ
世
は
こ
の
形
式
に
変
更
を
加
え
て
し
ま
う
。
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
肖
像
の
代
わ
り
に
自
分
の
騎
馬
像
を
貨
幣
に
刻
ま
せ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
王
は
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
と
君
主
及
び
霜
主
家
系
と
の
結
び

付
き
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
チ
ェ
コ
を
保
護
す
る
義
務
は
君
主
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
ラ
ン
ト
概
念
の
発
達
と
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
と
の
結
合
に
よ
り
、
観
念

上
、
そ
の
役
割
は
君
主
の
手
を
離
れ
た
と
い
え
る
。
永
続
性
と
自
立
性
を
も

つ
ラ
ン
ト
は
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
に
よ
り
表
象
さ
れ
、
君
主
は
聖
人
か
ら
地
上

で
の
代
行
者
の
地
位
を
託
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
「
聖
入
に
守

護
さ
れ
た
聖
な
る
國
チ
ェ
コ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
精
緻
化
さ
れ
て
ゆ
く
｝

方
で
、
君
主
の
役
割
を
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
名
に
お
い
て
貴
族
が
集
団
で
代

行
す
る
姿
が
確
認
で
き
る
。

　
君
主
か
ら
独
立
し
た
ラ
ン
ト
と
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
が
結
合
し
た
典
型
的
な

例
と
し
て
は
、
一
二
一
九
年
、
教
皇
ホ
ノ
リ
ウ
ス
三
世
に
要
請
に
よ
り
、
プ

シ
ェ
ミ
ス
ル
・
オ
タ
カ
ル
一
世
と
プ
ラ
ハ
司
教
オ
ン
ト
シ
ェ
イ
の
仲
裁
を
し
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た
貴
族
た
ち
が
、
和
解
文
書
の
保
証
印
と
し
て
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
印

章
」
を
用
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
＝
～
世
紀
末
以
降
に
社
会
的
、
政
治

的
上
昇
を
遂
げ
始
め
る
貴
族
層
の
台
頭
が
顕
著
に
な
る
の
は
ニ
ニ
世
紀
以
降

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
と
ラ
ン
ト
の
結
合
を

さ
ら
な
る
段
階
へ
と
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
と
き
、
「
ボ
ヘ
ミ

ア
王
国
共
同
体
す
な
わ
ち
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
印
章
獣
σ
q
鰻
o
o
o
臼
ヨ
毒
｝

お
σ
q
巳
u
σ
o
①
日
δ
く
凱
Φ
一
搾
象
。
・
．
≦
Φ
8
Φ
』
践
」
と
銘
打
っ
た
印
章
を
使
用
し

　
　
⑩

て
い
る
。
彼
ら
は
集
団
で
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
印
章
」
を
用
い
た
が
、
こ

の
行
為
は
、
「
貴
族
共
同
体
」
の
行
動
と
し
て
一
般
的
に
は
理
解
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
点
で
は
、
こ
の
共
同
体
は
何
ら
制
度
的
な
実
体
を
伴
っ
た
も
の

で
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
貴
族
層
が
君
主
か
ら
相
子
的
に

自
立
し
た
集
団
と
し
て
行
動
し
た
こ
と
は
重
要
視
で
き
る
。
彼
ら
が
「
共
同

体
」
と
い
う
言
葉
を
自
ら
用
い
た
こ
と
に
、
初
め
て
「
貴
族
共
同
体
」
の
具

体
的
な
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
印
章
は
、
一
二
八
四
年
に
プ
ラ
ハ
の
役
人
び
Φ
器
訟
9
巴
一
が

証
書
を
発
給
し
た
と
き
、
「
三
一
の
印
章
除
α
Q
謹
¢
導
け
費
器
」
と
し
て
言
及
さ

　
⑪

れ
る
。
こ
の
後
も
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
印
章
」
は
修
正
さ
れ
た
形
で
、
す

な
わ
ち
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
召
喚
印
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。
銘

は
ω
お
配
環
二
二
。
。
笥
。
冨
ε
o
貯
ω
8
霞
Φ
。
。
雪
。
鳳
芝
魯
。
Φ
臨
蝕
q
9
誘
b
σ
○
①
ヨ
。
学

環
讐
と
あ
り
、
こ
の
ラ
ン
ト
は
君
主
に
対
し
て
全
く
自
立
し
て
い
た
。
聖
ヴ

ア
ー
ツ
ラ
フ
と
い
う
表
象
の
存
在
が
こ
の
自
立
を
促
進
し
た
こ
と
は
、
疑
問

の
余
地
が
な
い
。
鷺
主
か
ら
分
離
し
た
ラ
ン
ト
・
チ
ェ
コ
概
念
の
存
在
と
聖

ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
利
用
は
、
彼
ら
貴
族
に
、
君
主
か
ら
独
立
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
君
主
を
制
限
す
る
正
当
性
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
崇
拝
と
ラ
ン
ト
・
チ
ェ
コ
概
念
が
結
合
す
る
過

程
、
そ
し
て
ラ
ン
ト
が
君
主
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
連
動
し
て
、
貴
族
た
ち
が
ラ
ン
ト
概
念
を
取
り
込
む
様
子
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
結
果
、
～
章
で
み
た
よ
う
に
、
申
世
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ラ
ン
ト
ー
1

器
ヨ
餅
。
げ
Φ
o
と
は
「
貴
族
共
同
体
」
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
国
O
鑓
歩
卜
S
§
愈
藩
餐
罐
§
詠
馬
蝕
国
α
ぎ
響
お
刈
ρ
で
．
δ
ρ

②
○
。
ω
慧
巴
ゐ
①
■

③
O
雪
。
巳
9
≦
認
㊦
α
Q
「
巴
魯
。
。
｝
ω
。
。
艮
ぎ
き
ぎ
O
。
的
羅
Φ
も
唱
．
卜
。
O
ω
幽
O
餅

④
謬
。
三
訂
じ
d
象
Φ
澄
N
≦
①
蹄
慧
一
Φ
．
閃
幻
ゆ
H
＜
も
唱
．
O
ω
甲
器
。
。
「

⑤
O
磐
8
益
≦
し
・
ω
Φ
α
Q
【
巴
Φ
器
一
。
。
8
a
匿
巴
。
O
。
。
・
羅
Φ
も
．
b
。
8
．

⑥
閏
■
○
「
き
ω
甲
と
Φ
r
冨
己
¢
巳
調
震
8
訂
門
ぎ
じ
σ
二
二
象
く
。
ヨ
一
〇
ぴ
馬
柵

　
冒
ぼ
訂
渇
傷
臼
け
も
」
ω
野

⑦
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
盛
に
関
し
て
は
、
荒
木
勝
氏
に
よ
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
最

　
古
の
年
代
記
1
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
瞼
に
つ
い
て
」
『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
駄
、

　
三
五
号
、
一
九
八
五
年
、
二
二
七
－
二
七
七
頁
な
ど
の
｝
連
の
紹
介
が
あ
る
。

⑧
○
雪
。
巳
9
≦
圃
鴇
㊦
α
q
「
凱
①
涙
｝
ω
8
酒
毒
巴
。
○
。
ω
暴
ρ
℃
．
卜
。
認
・

⑨
プ
シ
ェ
ミ
ス
ル
朝
君
主
の
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
崇
拝
に
対
す
る
対
応
に
関
し
て
は
、

　
拙
稿
、
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
崇
拝
に
み
る
チ
ェ
コ
王
権
と
貴
族
」
鴨
新
し
い
歴
史
学

　
の
た
め
に
㎞
、
二
一
二
二
号
、
一
九
九
八
年
、
一
－
一
一
頁
参
照
。
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⑩
十
分
の
一
税
の
厳
格
な
徴
収
を
は
じ
め
と
す
る
、
教
会
の
要
求
を
強
く
打
ち
出

　
し
た
司
教
と
、
王
は
｝
二
　
五
年
か
ら
｝
二
二
二
年
ま
で
争
っ
て
い
る
。
そ
の
過

　
程
で
、
教
皇
は
チ
ェ
コ
貴
族
に
王
と
司
教
の
仲
裁
を
命
じ
た
。
彼
ら
は
そ
の
和
解

　
文
書
を
集
団
で
保
証
し
た
が
、
そ
の
保
証
印
と
し
て
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
印

　
章
」
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
O
o
臨
舞
蝕
鳳
。
ヨ
讐
ざ
器
簿
Φ
℃
巨
9
四
誘
話
σ
Q
巳

　
c
ご
O
ゲ
Φ
旨
賦
Φ
圏
同
・
昌
O
．
一
書
斡

⑪
国
○
【
臣
ρ
8
．
良
・
も
漏
㎝
O
．

三
　
レ
ナ
ル
ズ
論
の
中
欧
に
お
け
る
可
能
性

（［

j
レ
ナ
ル
ズ
論
と
の
共
通
点

　
一
共
同
響
為
を
め
ぐ
っ
て
一

　
チ
ェ
コ
は
、
レ
ナ
ル
ズ
が
検
討
し
た
地
域
に
含
ま
れ
て
は
い
な
い
が
、
彼

女
の
議
論
に
非
常
に
好
都
合
な
例
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ

な
ら
、
チ
ェ
コ
は
政
治
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
領
域
を
形
成
し
、
ま
た
レ
ー
エ

ン
制
も
遅
れ
て
輸
入
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
聖
ヴ
ァ
ー

ツ
ラ
フ
崇
拝
を
基
盤
と
し
た
求
心
力
が
存
在
し
、
一
方
で
は
ド
イ
ツ
（
人
）

と
い
う
外
圧
に
対
し
て
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
既
に
確
認
し

た
。　

さ
て
、
大
公
や
プ
ラ
ハ
司
教
選
出
に
際
し
て
の
有
力
者
の
出
席
と
承
認
、

或
い
は
拒
否
な
ど
の
様
子
に
関
し
て
は
、
…
章
で
年
代
記
史
料
か
ら
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
し
た
。
ま
た
別
の
論
考
で
、
土
地
の
所
有
権
に
関
す
る
集
会
へ
の
貴
族
の

関
与
が
深
ま
っ
て
ゆ
く
過
程
や
、
君
主
に
対
す
る
反
逆
罪
裁
判
の
変
化
な
ど

に
つ
い
て
既
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
レ
ナ
ル
ズ
の
述
べ
て
い

る
馬
匹
行
為
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
さ
ら
に
軍
役
を
め
ぐ
る
君
主
と
貴
族
の

関
係
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
チ
ェ
コ
の
状
況
が
彼
女
の
議
論
に
適
合
し
て
い

る
と
の
印
象
が
よ
り
強
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
　
一
～
五
八
年
、
ヴ
ラ
チ
ス
ラ
フ
ニ
世
は
皇
帝
ブ

リ
ー
ド
リ
ヒ
…
世
か
ら
一
代
限
り
の
王
号
を
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
皇
帝

の
イ
タ
リ
ア
遠
征
に
軍
事
協
力
す
る
見
返
り
で
あ
っ
た
。
王
は
レ
ー
ゲ
ン
ス

ブ
ル
ク
の
帝
国
集
会
で
皇
帝
に
回
し
て
約
束
し
た
後
、
プ
ラ
ハ
に
帰
っ
て
貴

族
た
ち
に
そ
の
報
告
を
す
る
。
だ
が
、

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
チ
ェ
コ
人
の
長
老
の
う
ち
、
何
人
か
の
貴
族
が
、

王
が
自
分
た
ち
（
チ
ェ
コ
人
）
の
助
言
を
得
ず
に
そ
の
よ
う
な
決
定
を

為
し
た
の
は
良
く
な
い
こ
と
だ
、
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
彼
ら

（
ド
イ
ツ
人
）
の
助
曇
口
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は

真
の
破
滅
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
…
…
中
略
…
…
王
は
言
っ
た
。
「
誰

か
の
助
醤
で
皇
帝
陛
下
に
こ
の
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
が

私
に
与
え
て
く
れ
た
名
誉
の
た
め
に
、
自
ら
の
意
思
で
報
い
る
の
だ
。

こ
の
件
に
関
し
て
私
に
協
力
し
て
く
れ
る
者
に
は
、
そ
れ
な
り
の
褒
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
武
装
す
る
の
に
必
要
な
金
を
支
払
う
。
」

le2 （102）



中世チェコにおける王国共同体概念（藤井）

こ
の
よ
う
に
王
は
妥
協
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
　
～
一
六
四
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

遠
征
の
時
も
状
況
は
何
ら
変
化
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
約
一
五
〇
年
後
の
＝
一
ご
○
年
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
ヨ
ハ
ン
は
即
位

す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
王
位
就
任
文
書
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
を
発
布
し
て
い

④る
。
こ
の
中
で
王
が
チ
ェ
コ
貴
族
た
ち
に
承
認
し
た
内
容
は
大
別
し
て
四
項

目
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
軍
役
義
務
の
制
限
に
関
す
る
条

項
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
チ
ェ
コ
の
貴
族
は
チ
ェ
コ
と
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の

国
境
を
越
え
た
遠
征
に
関
し
て
は
、
彼
ら
が
同
意
し
、
か
つ
王
が
財
政
負
担

す
る
の
で
な
け
れ
ば
従
軍
義
務
は
生
じ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

チ
ェ
コ
で
は
、
臣
下
が
権
利
を
行
使
し
て
君
主
の
政
策
に
対
し
て
干
渉
す
る

様
子
が
、
早
く
か
ら
度
々
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
制
度
的
に
整
備
さ

れ
て
ゆ
く
の
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
朝
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
権
利

意
識
や
慣
習
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
類
似
す
る
状
況
は
隣
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
有
力
貴

族
の
突
き
上
げ
を
く
ら
っ
た
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
工
世
は
、
彼
ら
の
要
求
を
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

む
形
で
…
二
二
二
年
に
「
金
印
勅
書
」
を
発
布
し
た
。
そ
の
第
七
条
に
は
、

国
外
か
ら
の
侵
略
に
対
す
る
防
衛
戦
に
は
、
す
べ
て
の
貴
族
が
繊
陣
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
貴
族
が
同
意
し
国
王
が
戦
費
を
支
払
わ
な
い
か
ぎ
り
従

軍
し
な
く
て
よ
い
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
王
の
違
反
に
対
し
て

は
、
貴
族
の
抵
抗
権
を
正
当
な
も
の
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
チ
ェ

コ
と
同
じ
く
西
欧
世
界
の
周
辺
に
位
置
し
、
比
較
的
完
結
し
た
政
治
的
領
域
、

民
族
意
識
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
も
、
貴
族
階
層

の
台
頭
と
王
権
に
対
す
る
制
限
が
同
じ
く
こ
の
時
期
に
確
認
で
き
る
こ
と
は

興
味
深
い
。

　
以
上
、
レ
ナ
ル
ズ
の
議
論
と
の
関
連
で
、
簡
単
に
チ
ェ
コ
に
お
け
る
共
岡

行
為
を
補
足
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は

以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
の
「
共
同
体
」
論
に
お
い
て
は
、
王
が
一
た

と
え
臣
下
の
制
限
を
受
け
る
と
し
て
も
一
統
治
に
関
わ
る
の
は
自
明
の
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
「
王
国
共
同
体
」
と
は
当
然
、
「
王
を
戴
く
共
同
体
」
な

の
で
あ
る
。
だ
が
、
チ
ェ
コ
で
は
君
主
の
役
割
は
相
対
的
に
小
さ
な
評
価
し

か
与
え
ら
れ
ず
、
～
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
君
主
を
排
除
す
る

可
能
性
す
ら
持
つ
政
治
思
想
が
現
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
チ
ェ
コ
と

同
じ
く
レ
ナ
ル
ズ
の
議
論
の
対
象
領
域
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

お
い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
事
象
が
確
認
で
き
る
。

（
二
）

レ
ナ
ル
ズ
論
と
の
相
違
点

　
　
1
「
王
国
の
王
冠
」
一

　
大
王
と
称
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
カ
ジ
ミ
エ
シ
三
世
は
、
幾
つ
か
の
公
国

に
分
裂
し
て
い
た
国
家
を
統
合
し
、
法
典
の
発
布
、
行
政
の
集
権
化
を
押
し

進
め
た
が
、
彼
を
も
っ
て
ピ
ア
ス
ト
朝
は
断
絶
し
、
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
の
ハ
ン
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ガ
リ
ー
王
ル
ド
ヴ
ィ
ク
が
後
を
継
い
だ
。
彼
は
＝
二
七
四
年
に
コ
シ
ツ
ェ
で

開
か
れ
た
集
会
で
、
騎
士
・
貴
族
身
分
全
体
を
対
象
に
特
権
を
付
与
し
て
い

る
。
こ
の
時
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
外
来
王
朝
が
成
立
し
、
貴
族
た
ち
の
…
　

度
に
わ
た
る
反
乱
の
結
果
、
彼
ら
に
特
権
が
認
め
ら
れ
た
半
世
紀
苗
の
チ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

コ
の
状
況
に
酷
似
し
て
い
る
。

　
既
に
カ
ジ
ミ
エ
シ
大
王
の
時
代
か
ら
登
場
し
て
い
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国

の
王
冠
」
と
い
う
用
語
は
、
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
王
冠
」
を
想
起
さ
せ
る

が
・
覇
交
替
以
隆
そ
の
類
似
は
い
っ
そ
つ
深
ま
砺
・
「
王
冠
」
に
よ
っ

て
象
徴
さ
れ
る
の
は
複
数
の
領
土
の
不
可
分
・
～
体
性
で
あ
り
、
「
聖
ヴ

ァ
ー
ツ
ラ
フ
の
王
冠
」
は
ボ
ヘ
ミ
ア
、
モ
ラ
ヴ
イ
ア
、
シ
レ
ジ
ア
の
三
十
邦

の
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
王
冠
」
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
諸
公
国
に
加
え
て
ル
ー

シ
領
と
の
一
体
性
を
表
す
と
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
王
国
の
王
冠
」
は
国
家
自
体
の
権
利
を
象
徴
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
用
語
の
登
場
は
、
す
な
わ
ち
国
王
の
人
格
と
国
家
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

離
を
示
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
王
個

人
と
王
位
と
に
分
離
し
て
捉
え
、
「
王
冠
」
に
王
国
あ
る
い
は
国
家
を
象
徴

さ
せ
る
政
治
思
想
は
西
欧
一
般
に
も
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
王
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
後
、
国
家
が
貴
族
共
同
体
に
よ
っ
て
完
全
に
吸
収
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
特
殊
性
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
申
肚
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
王
国
共
同
体
」
は
王
冠
に
対
し
て
誓
約
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン

の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
王
と
王
冠
は
「
区
別
さ
れ
て
は
い
る
が

分
離
不
可
能
」
で
あ
っ
た
。
大
陸
の
国
家
が
擬
制
的
人
格
を
持
つ
に
い
た
る

の
も
一
六
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
比
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

も
王
と
王
冠
が
対
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
か
な
り
早
い
と
い
え
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
外
来
王
家
を
迎
え
た
こ
と
の
意
義
の
大
き
さ
は
無
視
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
王
朝
交
替
は
こ
の
分
離
を
強
く
認
識
す
る
契
機
と
な
り
、
特
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
王
で
も
あ
っ
た
ル
ド
ヴ
ィ
ク
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
ほ
と
ん
ど
滞
在
せ
ず
、

王
の
国
内
不
在
は
貴
族
楷
層
の
自
立
を
い
っ
そ
う
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
時
期
を
境
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
身
分
制
国
家
へ
と
歩
み
を
す
す
め
る
。

高
位
聖
職
者
と
中
央
、
地
方
の
高
官
か
ら
成
る
国
王
評
議
会
の
地
位
も
向
上

し
、
ル
ド
ヴ
イ
ク
は
コ
シ
ツ
ェ
の
集
会
を
貴
族
身
分
全
体
の
意
思
を
代
表
す

る
場
と
し
て
位
置
付
け
た
。
ま
た
、
課
税
に
対
し
て
は
貴
族
身
分
全
体
の
同

意
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
の
点
で
も
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
朝
鳶
の
チ
ェ
コ
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
。
国
王
選
出
や
統
治
を
実
践
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
マ
グ
ナ
ー
ト
、

シ
ュ
ラ
フ
タ
、
都
市
の
代
表
は
、
自
ら
を
「
王
国
の
全
共
同
体
」
と
称
す
る

よ
う
に
な
る
。
　
一
四
世
紀
宋
か
ら
一
五
世
紀
前
半
に
史
料
に
現
れ
る
o
o
学

旨
自
照
賦
ω
お
σ
Q
凱
と
い
う
概
念
は
、
内
実
は
貴
族
身
分
、
と
り
わ
け
国
王
評

議
会
を
指
し
て
お
り
、
王
を
含
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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中世チェコにおける王国共同体概念（藤井）

　
チ
ェ
コ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
共
に
民
族
王
朝
の
断
絶
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

貴
族
が
王
権
に
対
す
る
制
限
を
い
っ
そ
う
強
め
、
「
王
国
共
同
体
」
の
中
身

を
「
貴
族
共
同
体
」
へ
と
変
容
さ
せ
て
ゆ
く
。
特
に
チ
ェ
コ
で
は
、
聖
ヴ

ァ
ー
ツ
ラ
フ
と
い
う
、
君
主
よ
り
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
守
護
聖
入
が
存

在
し
た
が
故
に
、
そ
の
傾
向
が
早
く
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従

来
チ
ェ
コ
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
中
世
初
期
の
慰
主
権
力
は
相
対
的
に
強

大
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
、
貴
族
た

ち
は
早
く
か
ら
君
主
の
統
治
に
関
与
す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
レ
ナ
ル
ズ

の
「
王
国
共
同
体
」
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、

両
国
の
「
共
同
体
」
は
最
終
的
に
王
を
排
除
す
る
に
至
り
、
そ
の
点
に
お
い

て
決
定
的
な
相
違
を
み
る
の
で
あ
る
。

①
拙
稿
、
コ
三
世
紀
チ
ェ
コ
に
お
け
る
貴
族
共
同
体
の
展
開
と
王
権
」
、
三
章
参

　
照
。

②
＜
ぎ
8
薮
三
一
Ω
Φ
計
。
謀
即
昌
昌
巴
Φ
。
。
も
唱
’
島
甲
お
。
。
．

③
≦
匿
2
昆
卑
の
巴
8
謀
鋭
5
鵠
騨
も
・
濫
㎝
．

④
薩
摩
秀
登
、
前
掲
啓
、
第
三
章
参
照
。

⑤
鈴
木
広
和
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
再
編
扁
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
八
ヨ
ー

　
ロ
ッ
パ
の
成
長
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
参
照
。

⑥
貴
族
履
の
台
頭
や
民
族
意
識
の
興
隆
を
、
＝
二
、
一
四
世
紀
の
チ
ェ
コ
、
ポ
ー

　
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
共
通
す
る
社
会
状
況
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
年
代

　
記
か
ら
比
較
分
析
を
試
み
た
の
が
、
ω
．
舛
蕊
ω
o
o
犀
♂
ω
唱
。
澄
。
醤
。
・
噂
。
疹
望
。
畢
臥

　
慧
δ
十
二
玉
響
陣
薮
。
ヨ
。
像
蔓
。
Φ
簗
乱
吟
。
無
。
宅
。
－
壽
9
。
仙
謬
恩
　
国
貰
。
題

　
箕
N
①
N
o
ヨ
信
×
H
面
一
×
H
＜
鼠
舞
β
り
ぼ
N
讐
抑
解
き
詮
§
臥
竃
恥
ミ
刀
心
竜
騎
鳶
鼻

　
給
「
柔
く
（
回
Φ
刈
。
。
ソ
署
5
ω
O
？
心
8
．
で
あ
る
。

⑦
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
王
冠
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
井
内
敏
夫
、
コ
四
1
」

　
五
世
紀
前
半
の
ボ
…
ラ
ン
ド
に
お
け
る
王
と
国
家
と
社
会
」
『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
、
三

　
七
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
五
1
一
七
三
頁
、
お
よ
び
同
、
「
中
世
の
ポ
ー
ラ
ン

　
ド
と
東
方
近
隣
諸
国
」
隅
世
界
各
国
史
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
バ
ル
ト

　
史
盛
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
参
照
。

⑧
E
・
登
・
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
『
王
の
二
つ
の
身
体
』
、
平
凡
社
、
一
九
九
二

　
年
、
お
よ
び
同
、
「
中
世
政
治
思
想
に
お
け
る
「
祖
国
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
」
」
、

　
「
法
学
の
影
響
下
で
の
王
権
」
咽
祖
国
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
』
、
み
す
ず
書
房
、
一

　
九
九
三
年
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
冒
頭
の
ヴ
ァ
ニ
チ
ェ
ク
の
懐
疑
的
な
言
辞
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
世
チ
ェ

コ
は
、
有
力
者
が
君
主
の
統
治
に
関
与
す
る
慣
習
の
あ
る
「
共
同
体
」
を
形

成
し
て
い
た
。
確
か
に
「
共
同
体
」
に
あ
た
る
ラ
テ
ン
語
、
中
世
チ
ェ
コ
語

の
直
接
の
言
及
は
少
な
い
が
、
証
書
史
料
に
現
れ
る
実
際
の
行
為
に
お
い
て

共
同
性
が
確
認
で
き
、
か
つ
年
代
記
に
描
か
れ
る
共
同
行
為
か
ら
も
、
申
世

チ
ェ
コ
を
一
種
の
共
岡
体
と
し
て
認
識
す
る
傾
向
が
当
時
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
単
に
現
代
の
研
究
者
が
そ
の
便
宜
上
の
理
由
で
「
共
同

体
」
概
念
を
用
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
概
念
と
し
て
「
共
同

体
」
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
の
「
共
同
体
」
は
ラ
ン
ト
・
チ
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エ
コ
、
チ
ェ
コ
民
族
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
、
「
チ
ェ
コ
人
の
共

同
体
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
構
成
員
が
身
分
的
に
曖
昧
で
包
括
的
な

「
共
同
体
」
は
、
や
が
て
貴
族
身
分
の
台
頭
と
共
に
変
貌
を
遂
げ
る
。
『
ダ

リ
ミ
ル
年
代
記
』
は
、
チ
ェ
コ
と
い
う
「
共
同
体
」
の
維
持
者
を
は
っ
き
り

と
高
位
貴
族
層
に
限
定
し
、
王
と
対
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
レ
ナ
ル
ズ
の
「
共
同
体
」
論
は
、
君
主
と
高
位
貴
族
の
統
治
に
お
け
る
共

同
行
為
、
と
い
う
点
に
お
い
て
格
好
の
実
証
例
を
中
世
チ
ェ
コ
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
国
家
概
念
が
君
主
の
人
格
か
ら
分
離
し
た
こ
と
に
よ

り
、
「
王
国
共
同
体
」
が
倉
主
を
排
除
し
た
「
貴
族
共
同
体
」
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
る
、
と
い
う
点
に
お
い
て
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
垂
直
的
な

関
係
よ
り
も
共
同
体
と
い
う
水
平
的
な
単
位
を
重
視
す
る
視
点
は
、
中
世
社

会
の
理
解
を
深
め
る
有
効
性
を
も
っ
て
お
り
、
当
時
の
政
治
・
社
会
構
造
に

関
す
る
地
域
偏
差
は
少
な
い
、
と
い
う
彼
女
の
主
張
は
妥
当
な
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
国
家
概
念
の
発
展
に
お
い
て
特
殊
性
が
認
め
ら
れ
る
チ
ェ
コ

の
事
例
は
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
同
じ
く
　
　
、
共
同
体
論
の
射
程
を
さ
ら
に

広
げ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
過
程

）
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The　Biddle　Expedition　and　Tokugawa　Defense　Policies

by

UEMATSU　Toshihiro

　　Commodore　Biddle’s　expedition，　which　culrninated　in　his　anchoring　of　a

squadron　American　warships　in　the　vicinity　of　Uraga　bay　in　1846，　near｝y　led　to

war，　and　accordingly　caused　a　political　crisis，　as　the　Tokugawa　bakufu　struggied

with　the　notion　of　how　to　defend　Japan　from　foreign　navies．　This　study　intends　to

revea正the　parameters　of　debate　conce畑ng　the　defense　of　Japanese　waters　d磁ng

the　years　1846－53，　pardcularly　regarding　whether　or　not　japan　was　to　purchase　a

westem－style　warship．　The　bakufu　ofucial　in　charge　of　the　defense　of　Uraga　bay

（the　Uragaう㎎yδ奉行）advocated　the　purchase　o｛awestem－style　warship，　but

they　were　overruled　by　the　both　the　bakufu　othcial　in　charge　of　naval　defense　（the

肱∫δσhakari海防掛）and　the　f6日間　daimy6　houses　responsible　for　naval　defenses

（the々α∫δδッ。η々6海防四家），　who　il　fact　advocated　the　construction　of　coastal

batteries．　Accordingly，　the　Abe　regime　had　no　ckoice　but　to　promote　the　creation

of　these　coastal　batteries．

On　the　Medieval　Czech　Conception　of　“Community”：

　　　　　　　An　Analysis　of　the　Daiimil　Chronicle

by

FUJII　Masao

　　Even　though　Czech　histohans　have　used乞he　word“community”（共同体obec）

to　describe　the　structure　of　medieval　Czech　politics　aRd　society，　they　have　not　yet

explained　precisely　what　this　term　means．　Some　have　referred　to　an　“aristocratic

community，”　to　justifY　how　St．　Vaclav，　the　patron　saint　of　the　Czech　lands，

possessed　greater　power　than　the　Czech　kings；　while　others　have　used　the　notion

of　“landed　cornmunity，”　or　the　notion　of　the　Czech　people　banded　together　in
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order　to　resist　the“coloniz㎞g”Ge㎜ans．　This　study　aims　to　cl蜘the　mea曲g

of　the　tetm　“community”　in　its　original　contexts　through　analysis　of　the

fourteenth－century　Dalimil　Chronicle，　and　to　show　how　this　notion　proves　crucial

in　allowing　for　an　understanding　of　Czech　society　from　the　twelfth　through　the

fourteenth　centuries．　Furthermore，　a　comparison　of　this　Czech　concept　of

co㎜蜘輌th　the　o取e　exposited　by　S，　Re狐olds　as　a加ndament副晦clple

umderpinning　medieval　European　society　reveals　the　uniqueness　of　this　Czech

concept　of　“community”．
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